
１．基本情報
高専名

設置区分 学校種
都道府県 事業期間
改組内容
重点分野

事業計画名

２．事業概要

３．重点分野に係る組織
重点分野に係る組織の設置・増員計画（赤字は事業対象組織）

事業開始時 事業終了時
0 30
0 30
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 60

高専全体の収容定員に占める重点分野に係る組織の収容定員の割合
学科

25.0%
増員前（R8.4.1時点）
増員後
増分

計 増員数 60

学科

みらいエレクトロニクスコース R10設置 工学関係
コンピュータサイエンスコース R10設置 工学関係

高専の新設

滋賀県立高等専門学校における成長分野を支える半導体人材育成事業

　人口減少社会にあって、本県が国際的な競争力を維持し、また、経済・社会・環境のバランスが取れ、将来世代も含めた誰もが
新しい豊かさを感じられる社会を構築するにあたっては、専門的技術を用いて価値創造ができる実践的な高度専門人材が不足し
ていることが課題であるとの認識に立ち、滋賀発で次代の社会を支える高度専門人材の育成と技術者の育成・交流のためのハ
ブとしての地域産業・社会への貢献のため、令和10年４月に県立で高等専門学校を開校する。
　学びの提供にあたっては、情報技術を多分野に活かせる人材を育成することを目指し、設置予定の機械系・電気電子系・情報
技術系・建設系の全てのコースにおいて、情報技術を「新しい時代に必要となる基礎力」ととらえ、一般科目、専門科目の両方
に設定することとしてる。
　特に電気電子系のコースにおいては、電気電子工学の基礎知識に加え、特に電力・制御、半導体の分野を強化し、今後のエ
レクトロニクス産業の発展と持続可能な社会の実現に貢献できる学生の育成を目指す。

組織名 入学定員 設置・増員等時期 設置等後の
主な学位分野

物理化学・工学領域‐半導体・光電融合技術分野、機械・電気（電子）技術領域‐電子部品・デバイス分野

滋賀県 令和8年度～令和17年度

令和８年度大学・高専機能強化支援事業
（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）

【重点分野支援枠・高等専門学校】事業概要
令和8年5月申請時点

滋賀県立高等専門学校(仮称)
公立 高等専門学校
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基本情報

改組内容 高専の新設

重点分野 機械・電気（電子）技術領域 電子部品・デバイス分野

所在地 滋賀県野洲市

増員する組織名 みらいエレクトロニクスコース（電気電子系）

入学定員増数及び増員時期 ３０名（R10）

事業計画名 滋賀県立高等専門学校における成長分野を支える半導体人材育成事業

支援２ 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化の構想について「重点分野支援枠」

令和８年度 滋賀県立高等専門学校（仮称）

＜背景・課題＞
【高等専門学校の設置】
・専門的技術を社会に実装し、これからの滋賀の産業を支える、専門的技術を
用いて価値創造ができる実践的な高度専門人材が不足
⇒実験・実習を中心とした技術者教育を行うことで、高い基礎力と応用力を伴って専門性、

実践性を培うことのできる高等専門学校が高度専門人材の育成に最適と判断

【電気電子系コース（半導体分野）の設置】
・経済安全保障の観点からも半導体産業の再強化が国家的課題となっており、高度な技術人材
の育成が急務
・滋賀県は、半導体製造装置に関連する生産用機械の製造品出荷額が全国4位
・電気電子工学を基盤として、半導体、電子回路、センサ、パワーエレクトロニクス等を横断的に
理解し、製造現場や開発現場の課題解決に結び付けられる実践的技術者の育成が不可欠

＜重点分野への適合＞
〇情報技術を活用し、半導体・電子部品・デバイス分野の産業の高度化を支え
る地域人材育成拠点となる
①半導体分野を理解する若手技術者を継続的に輩出
②小中学校への出前授業や公開講座を通じて、電気電子・半導体・情報技術への関心を高め、

地域全体の理工系人材の裾野を広げる
③県内外の大学・企業等との連携を通じ、半導体・電子デバイス・情報技術を活用した実践

的人材育成に寄与する

＜育成する人材像、教育内容の特徴（新規性）、実施体制＞
【育成する人物像】
・情報技術の活用や環境に対する理解と配慮を学びの基盤とし、幅広い専門性と実践力を兼ね
備え、倫理観を持って他者と協働しながら持続可能な産業の発展に取り組める人材を育成する。
（電気電子系コース）
・電気電子工学の基礎知識に加え、特に電力・制御、半導体の分野を強化し、今後のエレクトロニ
クス産業の発展と持続可能な社会の実現に貢献できる人材を育成する。

【教育内容の特徴】
5年一貫教育の特長を生かし、低学年から高学年に向けて、基礎力、専門力、実践力、価値創造力
を段階的に高める構成。電気電子系コースでは、電気電子工学の基礎を土台に、電力・制御、半導
体、情報技術を体系的に接続した教育を展開。
（既存の一般的な電気電子教育との違い）
①情報技術を専門科目から切り離さず、電気電子・半導体の実験、演習、PBLの中で活用する
②半導体を材料・デバイスの知識だけでなく、半導体プロセス技術、評価技術まで含む科目群と
して設計

③実際に半導体デバイスを設計、作製し、その特性を評価する実習を取り入れている

【実施体制】
専任教員 ９名、技術職員 ２名を雇用し、実践的な教育を行っていく予定


	【支援２重点枠_高専】申請書_様式2-3-1~2-3-3
	公表様式

	【支援２重点枠_高専】事業計画の概要様式ver2
	スライド番号 1




